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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年3月1日(2012.3.1)

【公表番号】特表2011-509606(P2011-509606A)
【公表日】平成23年3月24日(2011.3.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-012
【出願番号】特願2010-541521(P2010-541521)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  52/50     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  56/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  74/08     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ４５３　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ４６２　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５７４　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月11日(2012.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における無線リンク同期化及び電力制御のための方法であって
、
　ＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ランダムアクセスチャネル
）プリアンブルを送信するステップと、
　ＲＡＣＨプリアンブルに応答して受信確認表示を受信するステップと、
　Ｆ－ＤＰＣＨ（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ：フラクショナル専用物理チャネル）受信開始時間によってＦ－ＤＰＣＨを受
信するステップであって、前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時間は、相対Ｆ－ＤＰＣＨタイミン
グオフセットパラメーター及び前記受信確認表示を含むＡＩＣＨ（Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏ
ｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ：受信確認表示チャネル）アクセススロット
のタイミングに基づいている、ステップと、
　ＤＰＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ：専用物理制御チャネル）送信開始時間によってＤＰＣＣＨを送信するステップであっ
て、前記ＤＰＣＣＨ送信開始時間および前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時間は、所定のオフセ
ットによってオフセットされる、ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記相対Ｆ－ＤＰＣＨタイミングオフセットパラメーターは、前記ＲＡＣＨプリアンブ
ルを送信する前に受信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時間は、２５６チップで乗算した前記相対Ｆ－ＤＰＣＨタイ
ミングオフセットパラメーターを所定のチップ数に加算して最初のオフセットを算出し、
前記最初のオフセットを前記受信確認表示を含む前記ＡＩＣＨアクセススロットの開始に
加算することにより算出され、
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　前記ＤＰＣＣＨ送信開始時間は、前記所定のオフセットを前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時
間に加算することにより算出されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記相対Ｆ－ＤＰＣＨタイミングオフセットパラメーターは、ＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ：システム情報ブロック）を介して受信されること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＤＰＣＣＨの前記送信は、電力制御プリアンブルから始めることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＲＡＣＨプリアンブルは、ランダムに選択されたシグネチャを利用して送信される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　Ｅ－ＤＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ：拡張専用チャ
ネル）を介してＲＡＣＨメッセージを送信するステップをさらに備えることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　Ｅ－ＤＣＨフレームの開始は、前記ＲＡＣＨプリアンブル送信と前記ＲＡＣＨメッセー
ジ送信との間の遅延を最小化するスロットで発生することを特徴とする請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
　前記受信確認表示は、Ｅ－ＤＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ：拡張専用チャネル）リソースへのインデックスを表示することを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記所定のオフセットは、１０２４チップであることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態における無線リンク同期化及び電力制御のためのＷＴＲＵ（Ｗ
ｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｒａｎｓｍｉｔ/ｒｅｃｅｉｖｅ　ｕｎｉｔ：無線送受信ユニット）
であって、
　ＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ランダムアクセスチャネル
）プリアンブルを送信する手段と、
　ＲＡＣＨプリアンブルに応答して受信確認表示を受信する手段と、
　Ｆ－ＤＰＣＨ（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ：フラクショナル専用物理チャネル）受信開始時間によってＦ－ＤＰＣＨを受
信する手段であって、前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時間は、相対Ｆ－ＤＰＣＨタイミングオ
フセットパラメーター及び前記受信確認表示を含むＡＩＣＨ（Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ：受信確認表示チャネル）アクセススロットのタ
イミングに基づいている、手段と、
　ＤＰＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ：専用物理制御チャネル）送信開始時間によってＤＰＣＣＨを送信する手段であって、
前記ＤＰＣＣＨ送信開始時間および前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時間は、所定のオフセット
によってオフセットされる、手段と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記相対Ｆ－ＤＰＣＨタイミングオフセットパラメーターは、前記ＲＡＣＨプリアンブ
ルを送信する前に受信されることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時間は、２５６チップで乗算した前記相対Ｆ－ＤＰＣＨタイ
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ミングオフセットパラメーターを所定のチップ数に加算して最初のオフセットを算出し、
前記最初のオフセットを前記受信確認表示を含む前記ＡＩＣＨアクセススロットの開始に
加算することにより算出され、
　前記ＤＰＣＣＨ送信開始時間は、前記所定のオフセットを前記Ｆ－ＤＰＣＨ受信開始時
間に加算することにより算出されることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記相対Ｆ－ＤＰＣＨタイミングオフセットパラメーターは、ＳＩＢ（Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ：システム情報ブロック）を介して受信されること
を特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記ＤＰＣＣＨの前記送信は、電力制御プリアンブルから始めることを特徴とする請求
項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記ＲＡＣＨプリアンブルは、ランダムに選択されたシグネチャを利用して送信される
ことを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　Ｅ－ＤＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ：拡張専用チャ
ネル）を介してＲＡＣＨメッセージを送信する手段をさらに備えることを特徴とする請求
項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　Ｅ－ＤＣＨフレームの開始は、前記ＲＡＣＨプリアンブル送信と前記ＲＡＣＨメッセー
ジ送信との間の遅延を最小化するスロットで発生することを特徴とする請求項１７に記載
のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記受信確認表示は、Ｅ－ＤＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ：拡張専用チャネル）リソースへのインデックスを表示することを特徴とする請求
項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記所定のオフセットは、１０２４チップであることを特徴とする請求項１１に記載の
ＷＴＲＵ。
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